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「スーパーサイエンス」では、2年次に同大学の研究室での

実験講座や連携企業によるデータサイエンス講座、関西方

面サイエンス研修、台湾海外研修旅行等でリアルな研究の

現場に触れ、3年次は国際科学技術コンテスト水準の「ハイ

レベル科学実験・演習講座」等に取り組む。「『物理チャレン

ジ』『化学グランプリ』『日本生物学オリンピック』のいずれ

かに挑戦できるよう仕組みを整え、原則、参加を促していま

す」と髙橋氏は説明する。

さらに、科学分野の研究により多くの時間を割きたい生

徒に向けて設けているのが、部活動「コアスーパーサイエン

スクラブ」だ。顧問6名のもと約50名が研究に取り組み、

外部団体との連携やコンテストへの参加等も積極的に行っ

ている。また、部員は任意で2年次の1年間、大学と連携し

た「サイエンスリーダー育成塾」に入塾し、大学研究室での

研究に取り組むことができる仕組みを整えている。

一連のカリキュラム、特に課題研究を通じて培われるも

のとして特に髙橋氏が指摘するのが、生徒の学ぶ意欲や自

己効力感の高まりだ。「学科の枠を外した課題研究のグルー

プ編成や、科学系だけでなく国際系や地域振興等、研究課題

の幅広さが生徒達の刺激になっています。その結果、海外

も含めた外部活動に参加する生徒や外部活動での受賞の増

加、国公立大志望者における志望校合格率の向上といった

成果も出てきています」と髙橋氏は話す。

加えて、例年、2・3年生の女子生徒の6割近く、そして、2・

3年生全体では6.5割～7割近くが理系を志すことも同校

の特徴であり、長年の取り組みの成果だ。「理工系分野で活

躍する女性による講演会を毎年7月に実施し、毎年のSSH

講演会でも2～3年に一度は女性講師を招いて女性のロー

ルモデルを見せる等の取り組みを行っています。これらに

加え、課題研究のステージ発表やポスターセッションで上

級生の女子生徒が生き生きと発表している姿が、理工系分

野や理数科目に関心を持つ下級生の女子生徒の理系選択を

後押ししていると感じます」と髙橋氏は分析する。

科学教育のカリキュラムを確立し、一定の成果を上げて

いる同校。今後の取り組みとして髙橋氏が挙げるキーワー

ドは「地域との関わり」だ。「人口減や人材流出が進むこの

地域において、地域外に出て行ったとしても地域との関わ

りや地域への意識を持ち続けられるような科学技術人材を

育成していくことが、本校の役割だと考えています。地域

の活性化に寄与するイノベーターやアントレプレナーが生

まれる取り組みを考えていければ」とこれからを見据えて

いる。	 （文／浅田夕香）

山形県立米沢興譲館高等学校（山形県米沢市）は、2026

年度でスーパーサイエンスハイスクール（以下、SSH）指定

18年目を迎えた高校だ。「未来に果敢に挑戦できる科学技

術人材の育成」を目標に掲げる同校の科学教育について、

2026年3月まで理数科主任・SSH事務局長を務めた髙橋 

渉氏に伺った。

同校は普通科（入学定員120名）と探究科（同80名）から

なり、2年次より普通科は文系と理系、探究科は国際探究科

（国際科）と理数探究科（理数科）に分かれる。SSH第Ⅳ期の

目標「社会課題を『自分ごと』として捉え、解決に向けて広い

視野を持ち、果敢に挑戦できるサイエンス・イノベーターの

育成」のもと、これら4つの科・系で共通して注力しているの

が、課題研究を中心とした探究的な学びだ。

まず、1年次に学校設定科目「異分野融合サイエンス」（2

単位）にて、9つのコース（図表1）から半期ごとに1コース、

計2コースを生徒が選び、フィールドワークや外部講師に

よる講義、東京探究研修等に取り組む。体験的な活動を通

じて当該分野に関して視野を広げながら、社会課題を自分

ごととして捉えていくプロセスだ。加えて、科目内で探究

の考え方や手法、論理思考のフレームワーク、デザイン思考

等を、また、学校設定科目「データサイエンス」（4単位）にて

統計処理やグラフ作成、データ分析等の基礎も学んでいく。

そして2年次にはコースを1つ選び、1年次の活動を通じ

て興味・関心を持ったテーマについてグループないし個人

で課題研究を行う（学校設定科目「スーパーサイエンスリ

サーチ」。普通科1単位、探究科2単位）。

これらの取り組みの要となるのが、全教員が9コースの

いずれかを担当し指導を行う「ESDエキスパート制」であ

る。1コースにつき教員4～6名でチームを組み、生徒の課

題研究に伴走する。「多様な視点から助言できるように担

当領域に対する教員達の知見に幅を持たせたチームを組む

とともに、どのコースにもできる限り前年度の担当者を入

れて指導の継続・蓄積ができるようにしています」と髙橋氏

は説明する。

指導において重視しているのは「研究の実現可能性や社

会実装の観点を伝えつつ、伴走的な視点で生徒の困り感を

聞き、助言すること」（髙橋氏）とのことだ。その指導が実り、

近年、特に自然科学系の研究において、高度な課題設定や、

研究発表で社会実装に向けた展望を述べる生徒が増えてき

ているという。

加えて、理数探究科では学校設定科目「サイエンスコミュ

ニケーションⅠ・Ⅱ」「スーパーサイエンスⅠ・Ⅱ」を設け、さ

らなる科学教育に取り組んでいる（いずれも2・3年次に各

1単位）。

「サイエンスコミュニケーション」では、より詳細なデー

タサイエンスや英語での研究発表・質疑応答を目指し、山形

大学工学部の留学生をTAに迎えての表現力の研鑽等に取

り組む。また、メールやオンライン会議ツールを用いた外

部とのやりとりの作法等も学ぶ。

社会実装も意識した課題研究を通じて
社会課題の解決に挑戦できるイノベーター育成を目指す

大学・地域と連携した体験的な学びを通じて
社会課題を自分ごととして捉える

科学系部活動等でより意欲ある生徒を支援

研究や社会での活動に生きるスキルが
涵養されている

特集●社会が求める理工系人材とは誰か
山形県立米沢興譲館高等学校3

※所属・肩書は取材時点（2026年 3月）のもの

1 地域振興とデータサイエンス
2 人文学とサイエンス
3 教育と科学
4 ライフサイエンス
5 機械・エネルギー工学と社会

6 デザインと工学
7 マテリアルサイエンスと
   人間生活

8 バイオ産業科学と社会課題
9 医療の最先端

図表1　「異分野融合サイエンス」等の9つのコース

理数科主任　SSH事務局長
髙橋 渉 氏

山形県立米沢興譲館高等学校
生徒数：586名（2026年 4月 7日時点）
学科：普通科、国際探究科（国際科）、理数探究科（理数科）
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デザイン思考ワーク

英語による研究内容の発表 学会・各種コンテストへの参加 社会課題解決に向けたアクション

FS東北大学オープンキャンパス

異分野融合サイエンス（FS）コース別講義・研修

FS東京探究研修

FS探究基礎講座 探究活動発表会
1年生で特に身につけさせたいCompetencies

・地域の知的資源活用による→ 地域知「郷土愛」
・学びの振り返りによる→「メタ認知」
・工夫された講座による→「思いやり」、「受容力」、「批判的思考力」
・FS探究基礎講座や探究活動発表会による→「表現力」
・フィールドワークによる→「多視点性」

3年生で特に身につけさせたいCompetencies
・国際的な学会等での発表や各種コンテストへの参加
・今までの学びをつなげる創造・表現
・主体的に自らのキャリアを描き具体化し叶える
 →「自律・自立性」、「メタ認知」、「挑戦」、「質問力」

2年生で特に身につけさせたいCompetencies
・探究型学習SSRによる主体的な学び
・海外研修等の外部研修
→「コミュニケーションカ」、「俯瞰力」、「独創性」、
　「交涉力」、「表現力」、「自文化理解・異文化理解」

1年・・・自己・社会・学問を体験に基づき「知る」

2年・・・ 興味をもったテーマ
を探究し、
学びを「深める」

3年・・・今までの学びから自らのキャリアを具体化し「叶える」

教員による評価や支援体制等

・多様な入試に対応する多様な評価の実践
・FS→進路実現まで一貫したESDエキスパート制
・連携先のネットワーク構築と継承

まとめ・表現 課題の設定

情報の収集整理・分析

より高次な
課題設定

探
究
の
質

的
向
上
・

新
た
な
文

化
の
創
造

高
い
志
を
持
ち
、

未
来
に
果
敢
に
挑
戦

課
題
発
見
力
・

問
題
解
決
力
の

素
養
育
成

スーパーサイエンスリサーチ（SSR）の
探究サイクル

図表2　キャリア形成を見据えた3年間の学びの流れ
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